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駆け抜ける青春の瞬間‼
南富良野小学校運動会（５月３１日）

南富良野町公式 LINE に登録して、
カラー版広報誌を見てみよう

お持ちのスマートフォンで読み取ってみましょう！！
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地
域
と
共
に
交
通
を
守
る

町
交
通
安
全
協
会
定
期
総
会

　

5
月
26
日
、
役
場
大
会
議
室
で
町
交
通
安
全
協
会

の
定
期
総
会
が
、
各
支
部
の
理
事
な
ど
が
出
席
し
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
始
め
に
秋
元
忠
会
長
が
「
富
良
野
管

内
に
お
け
る
令
和
６
年
の
死
亡
事
故
件
数
が
、
70
年

振
り
に
ゼ
ロ
だ
っ
た
。
今
後
も
各
支
部
の
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
の
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。」

と
挨
拶
を
述
べ
ら
れ
、
次
に
髙
橋
町
長
と
宮
北
健
二

落
合
駐
在
所
長
が
来
賓
の
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
令
和
６
年
度
の
事
業
報
告
と
収
支
決
算

報
告
並
び
に
監
査
報
告
が
さ
れ
、
令
和
７
年
度
の
事

業
計
画
案
と
収
支
予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
の
最
後
に
は
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
平
成

25
年
よ
り
12
年
間
会
長
と
し
て
、
永
き
に
渡
り
住
民

の
交
通
安
全
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
秋
元
会
長
が
勇
退

さ
れ
、
幾
寅
支
部
長
で
あ
る
大
友
忠
雄
氏
が
新
会
長

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

退
任
し
た
秋
元
会
長
は
「
長
い
間
、
各
地
区
の
皆

様
、
事
務
局
に
は
感

謝
の
気
持
ち
で
す
。

」
と
述
べ
ら
れ
、
新

会
長
の
大
友
氏
は

「
各
支
部
や
地
域
の

皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら

交
通
安
全
の
推
進

に
努
め
て
い
き
ま

す
。」
と
挨
拶
さ
れ

ま
し
た
。

挨拶する秋元忠 前会長挨拶する秋元忠 前会長

金
子
耕
弐
さ
ん
に
よ
る

心
温
ま
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
講
演
会
開
催

　

6
月
3
日
、
町
公
民
館
事
業
と
し
て
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
み
な
く
る
で
、
Ｈ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
ト
ー
ク
」
で
お
馴
染
み
の
金
子
耕
弐
さ
ん
を

迎
え
、「
豊
か
な
人
間
関
係
を
築
く
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
、
子

育
て
中
の
保
護
者
や
家
族
関
係
に
つ
い
て
考
え
た

い
町
民
な
ど
、
多
く
の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。	

　

金
子
さ
ん
は
、
ご
自
身
の
体
験
を
交
え
な
が
ら
、

家
族
や
人
間
関
係
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
温
か
み
の

あ
る
言
葉
で
語
り
か
け
ま
し
た
。「
普
段
の
生
活
の

中
で
互
い
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
、
心

の
繋
が
り
を
深
め
る
第
一
歩
で
す
。」と
力
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、
子
育
て
や
家
族

関
係
で
悩
ん
で
い
る
方
々
へ
の
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
も
丁
寧
に
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
深
い
共
感

の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

翌
4
日
に
は
、
南
富
良
野
高
等
学
校
で
中
学
生
と

高
校
生
に
向
け
て「
一

生
幸
せ
な
人
生
を
生

き
る
鍵
」
と
題
し
た

講
演
会
を
行
い
、
相

手
を
思
い
や
る
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

生
徒
か
ら
は
、「
人

に
尽
く
す
こ
と
の
大

切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
。」
な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

講演する金子耕弐さん講演する金子耕弐さん

世
代
を
超
え
繋
が
る
瞬
間

小
学
生
と
千
里
大
学
生
が
交
流
授
業

　

6
月
10
日
、
地
域
と
学
校
の
連
携
を
深
め
る
試
み

と
し
て
、
南
富
良
野
小
学
校
5
年
生
と
千
里
大
学
の

3
名
の
方
々
が
参
加
し
、
特
別
な
調
理
実
習
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
理
実
習
が
初
め
て
と
な
っ
た
児
童
た
ち

は
、
自
分
た
ち
で
考
え
た
人
参
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
を

使
用
し
た
サ
ラ
ダ
や
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
調
理
し
、
み

ん
な
で
協
力
し
な
が
ら
美
味
し
い
料
理
を
作
る
体
験

を
共
有
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
千
里
大
学
生
の
方
々
か
ら
包
丁
や

ガ
ス
コ
ン
ロ
の
使
い
方
を
を
学
び
な
が
ら
、
一
生

懸
命
調
理
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
一
方
で
、
大
学

生
に
と
っ
て
も
子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
が
新

鮮
で
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
互

い
の
成
長
を
感
じ
る
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。	

　

完
成
し
た
料
理
は
、
給
食
時
に
み
ん
な
で
一
緒

に
試
食
会
を
開

き
、「
自
分
た
ち

で
作
っ
た
料
理
は

美
味
し
い
！
」
と

笑
顔
が
広
が
り
ま

し
た
。
こ
の
活
動

は
、
食
の
大
切
さ

を
学
ぶ
だ
け
で
な

く
、
世
代
を
超
え

た
絆
を
育
む
素
晴

ら
し
い
機
会
に
な

り
ま
し
た
。

包丁の扱い方を学ぶ児童たち包丁の扱い方を学ぶ児童たち
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感
動
を
音
に
す
る
ピ
ア
ノ
の
詩
人

中
村
天
平
さ
ん
が
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

南
富
良
野
町
×
本
部
町

「
た
っ
ち
ゅ
ー
ば
ー
む
」
を
共
同
開
発

　

本
町
と
友
好
の
町
で
あ
る
沖
縄
県
本
部
町
は
、
産

業
交
流
事
業
と
し
て
「
も
と
ぶ
ち
ゅ
ら
海
・
た
っ
ち

ゅ
ー
ば
ー
む
」
を
開
発
し
ま
し
た
。

　

本
商
品
は
、
下
金
山
産
「
は
く
ち
ょ
う
も
ち
」
と

本
部
町
産
「
バ
ナ
ナ
」、「
バ
タ
フ
ラ
イ
ピ
ー
」
を
使

用
し
て
お
り
、
地
域
の
特
産
品
を
融
合
さ
せ
た
ユ
ニ

ー
ク
な
商
品
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
部
町
か
ら
見

え
る
「
伊
江
島
の
城
山
（
通
称
た
っ
ち
ゅ
ー
）」
の

形
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
お
り
、
青
い
ホ
ワ
イ
ト
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
が
本
部
の
美
し
い
海
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い

ま
す
。
も
ち
っ
と
し
た
食
感
と
バ
ナ
ナ
の
風
味
が
特

徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

6
月
12
日
、
本
部
町
で
行
わ
れ
た
開
発
発
表
会
に

髙
橋
町
長
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
ま
し
た
。
た
っ

ち
ゅ
ー
ば
ー
む
を
試
食
後
、「
小
麦
よ
り
層
の
密
度

が
あ
り
、
あ
と

か
ら
米
の
風
味

を
感
じ
て
美
味

し
い
。」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

もとぶちゅら海・たっちゅーばーむもとぶちゅら海・たっちゅーばーむ

　

6
月
15
日
、
ロ
グ
ホ
テ
ル
ラ
ー
チ
に
て
、
翌
16
日

に
は
幾
寅
駅
舎
内
で
、
世
界
的
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
中
村

天
平
さ
ん
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
秋
で
休
業
予
定
の
ロ
グ
ホ
テ
ル
ラ
ー
チ
で
は
、

今
回
が
最
後
の
演
奏
会
と
な
り
、
中
村
さ
ん
は
「
悲

し
い
、
残
念
。」
と
率
直
な
思
い
を
語
り
ま
し
た
。
演

奏
会
の
終
盤
に
は
、
ア
ン
コ
ー
ル
に
応
え
、
ラ
ー
チ

の
ス
タ
ッ
フ
へ
の
感
謝
を
込
め
て
美
空
ひ
ば
り
さ
ん

の
名
曲
「
川
の
流
れ
の
よ
う
に
」
を
中
村
さ
ん
の
伴

奏
で
会
場
全
体
で
合
唱
す
る
感
動
的
な
場
面
も
あ
り

会
場
の
全
員
が
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

　

幾
寅
駅
舎
で
の
演
奏
は
「
来
年
以
降
も
続
け
、
南

富
良
野
町
と
の

素
敵
な
縁
を
大

切
に
し
て
い
き

た
い
。」
と
述
べ

ら
れ
、
町
内
外

か
ら
集
ま
っ
た

大
勢
の
フ
ァ
ン

に
向
け
て
優
し

い
音
色
を
届
け

ま
し
た
。

　

音
楽
の
力
が
、

人
々
の
心
を
つ

な
げ
た
特
別
な

2
日
間
と
な
り

ま
し
た
。

ピアニスト・中村天平さんピアニスト・中村天平さん

スマホで動画をチェック‼スマホで動画をチェック‼

https://www.youtube.com/shorts/NjprHabcWys
https://www.takarakuji-official.jp/?utm_source=yahoo&utm_medium=cpc&utm_campaign=2025ec&utm_content=all_2505_kw1&yclid=YSS.1001003078.EAIaIQobChMIn7vpxISbjgMVbzp7Bx38-zDYEAAYASAAEgJVHPD_BwE&sa_p=YSA&sa_cc=1001003078&sa_t=1751351444447&sa_ra=DA
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　金山高台地区（旧金山営林署苗畑跡）にある金山小果樹農園は、
７月１日（火）にオープンします。
　小果樹農園では、8種類の果樹が管理され、毎年、果実摘みを楽
しむことができます。昨年度もハスカップやブルーベリー、ラズベ
リー、ぶどうなど色とりどりの果実が実り、保育所やぷっこクラブ、
南富良野西小学校、各放課後子ども教室、地域サロンなどの団体か
ら個人まで、多くの町民の皆さんが訪れ、高台の爽やかな風と十勝
岳連峰の雄大な景色を楽しみながら果実摘みを行っていました。
　また、町外の方にも開放して、10月 31 日まで開園しますので、
町内外の皆さんの来場をお待ちしています。
　※金山小果樹農園には、町デマンドバスも利用できます。なお、デマンドバスの利用、金山小果樹
園の入園については、予約が必要です。
▼金山小果樹農園の予約	 	 ▼金山小果樹農園の問い合わせ先　　▼デマンドバスの予約
　合同会社アッピーフレンズ　　　   産業課農業政策室農政係　　　　　　ＫＯＮ産業有限会社
　☎ 090 － 2691 － 4895　　　　   ☎ 52 － 2178　　　　　　　　　　  ☎ 080 － 2866 － 7845
▼入園料
【町　民】無料
【町民外】個人　大人　1人 1回　700 円　小人　無料

団体　大人　1人 1回　500 円　小人　無料
※小人は中学生以下となります。団体は大人 10人以上とします。

▼果実代
【町　民】
・入園者が摘み取って持ち帰る場合（ぶどう 100 g あたり 100 円・ぶどう以外 100g あたり 150 円）
・果実販売（ぶどう 100g あたり 150 円・ぶどう以外 100g あたり 200 円）　　　　　　　　　　　　　　
【町民外】
・入園者が摘み取って持ち帰る場合（ぶどう 100g あたり 200 円・ぶどう以外 100g あた 250 円）
・果実販売（ぶどう 100g あたり 250 円・ぶどう以外 100g あたり 300 円）

昨年度の西小学校果実摘みの様子昨年度の西小学校果実摘みの様子

金山小果樹農園　７月１日（火）からオープン金山小果樹農園　７月１日（火）からオープン
今年も果実摘みをお楽しみください今年も果実摘みをお楽しみください
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５
月
24
日
、
上
富
良
野
駐
屯
地
な
ど
道
北
地
域
を

担
当
す
る
陸
上
自
衛
隊
第
２
師
団
の
創
立
75
周
年
に

あ
た
り
、
感
謝
状
贈
呈
式
に
髙
橋
町
長
が
出
席
し
、

第
２
師
団
長 

大
場
剛 

陸
将
か
ら
感
謝
状
を
拝
受
し

ま
し
た
。

　

昭
和
34
年
の
上
富
良
野
駐
屯
地
開
設
以
来
、
第
２

師
団
と
地
域
住
民
の
架
け
橋
と
な
り
自
衛
隊
の
充
実

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
ほ
か
、
令
和
５
年
に
上
富
良
野

駐
屯
地
と
本
町
で
訓
練
施
設
利
用
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
た
こ
と
に
よ
り
、
自
衛
隊
の
各
部
隊
が
訓
練

を
行
え
る
環
境
を
整
る
な
ど
の
教
育
訓
練
基
盤
の
充

実
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
今
回

の
拝
受
と
な
り
ま
し
た
。

 

陸
上
自
衛
隊
第
２
師
団
か
ら

 

感
謝
状
の
拝
受

左から、大場剛第２師団長、髙橋秀樹町長、
鈴木諭第２戦車連隊長

森　直樹氏を監査委員に選任

　　　　 　4月 30 日をもって、代表監査委員を辞任された森敏範 氏の後
任に森直樹 氏が選任されました。
　森直樹 氏は、5月 16 日に開催された令和 7年第 2回町議会臨
時会において、選任の同意が得られ、5月 16 日付で辞令が交付
されました。
　任期は、令和 7年 5月 16日から令和 11年 5月 15日までの 4
年間です。

　
行
政
相
談
員
の
後
藤
健
壽 

氏
が
「
北
海
道
管
区

行
政
評
価
局
長
表
彰
」
を
受
賞
さ
れ
、
５
月
22
日
に

旭
川
市
内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
行
政
相
談
委
員
全

体
会
議
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
と
は
、
行
政
に
関
す
る
国
民
の
身

近
な
相
談
窓
口
と
し
て
、
総
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
民

間
の
有
識
者
で
す
。
ま
た
、
国
民
か
ら
の
行
政
に
対

す
る
苦
情
等
を
受
け
付
け
、
そ
の
解
決
を
促
進
す
る

た
め
、
関
係
行
政
機
関
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

後
藤 

氏
は
、
平
成
25
年
５
月
か
ら
行
政
相
談
員

の
委
嘱
を
受
け
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
功
績
が
認
め

ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。 

北
海
道
管
区
行
政
評
価
局
長
表
彰
受
賞

行
政
相
談
員 

後
藤
健
壽 

氏

行政相談委員全体会議で
表彰される後藤健壽 氏
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https://www.minamifurano.jp/information.html?id=dc51791b633033a46b0003a6
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地域おこし協力隊活動記⑱地域おこし協力隊活動記⑱
　本町では、９名の「地域おこし協力隊」が町の振興や発展のため活動しています。その活動内容
や様子を町民の皆さんに紹介します。
  
　早

はやさか

坂　武
たけひろ

洋隊員（地域にぎわい創出推進員）
　こんにちは。南富良野町地域おこし協力隊の早坂武洋です。
　南富良野町に移住して、早いもので 1年以上が経ちま
した。“ 町 ” のこと、“ 地域 ” のことなど、アレやコレや
が、チビリチビリとわかってきた “今日この頃 ”です。
　“ 今日この頃 ” と言えば、職場が無事に “ リニューアル
オープン ” を果たしました。４月 26 日（土）、半年の改
装工事が終了し、ジャジャーンとオープンいたしました。
　生まれ変わった “ 道の駅 南ふらの ” は、地域の商品は
もちろん、道内の選りすぐりの商品も取り揃え、さらに
は、リニューアルオープン向けた新商品も登場し、多く
のお客様に来場いただきました。実際、この “ リニュー
アル ” の為に南富良野町に来たと言っても過言ではなか
ったので、それは忙しいオープン前後を過ごしましたが、色々と思うところもあり、感慨深かった 4月 26 日
でした。オープン前後で、約 7社以上のマスコミにも取り上げられ、リニューアルオープンの勢いを、お盆シ
ーズンへ持ち越したいと考える、“今日この頃 ”でもありました。

　　　　本町の地域おこし協力隊として

　　　　　　　　　　「藤
ふじもと

本　優
ゆ め

萌さん」が着任されました

　本町の農産物を活用した特産品やメニューの開発などを図る「特産品推進員」として、６月１日
付けで地域おこし協力隊が着任されましたので、ご紹介します。
　藤本隊員は、普段は農産物直売所「作倶楽」に勤務しています。

「特産品推進員」藤本　優萌
〇出身地　兵庫県加古川市
〇趣　味　ベーグル作り・映画鑑賞・スポーツ
〇町民の皆さんへ
　　初めまして。この度町おこし協力隊として来ました、藤

ふじもと

本優
ゆ め

萌と申し
　ます。下金山にきてまだ間もないですが、自然や人のあたたかさにすで
　に癒されています。
　　これからこの町で、皆さんと一緒に色んな事にチャレンジしながら、
　町をもっと元気にしていけたらと思っています。
　　まだまだ分からないことだらけですが、精一杯努力していきますので
　どうぞよろしくお願いいたします！
　　皆さまとお話や交流をたくさんしていきたいので、見かけたらぜひ声
　をかけてください！
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地域活動レポート　令和７年　春の清掃活動地域活動レポート　令和７年　春の清掃活動

　5月 17 日、落合連合町内会が、ふれあい公園
周辺をはじめ、北落合方面、トマム方面へ向かう
道路沿いのゴミ拾いを行いました。子どもたちも
参加しお手伝いしていました。

　5月 17 日、りたのいえ・労働者協同組合みな
にこは、ゴミ拾いボランティアとして道の駅やな
んぷアドベンチャーパーク周辺のゴミ拾いを行い
ました。子どもから大人まで参加し、道路沿い隅々
までゴミが拾い集められました。

　5月 19 日、放課後子ども教室サバンナが、町
民体育館駐車場から南富良野小学校周辺のゴミ拾
いを行いました。子どもたちは一生懸命拾ってい
ました。

　5月 28 日、　南富良野高等学校カーリング部
が校外清掃として学校周辺のゴミ拾いを行いまし
た。部員たちは協力しながら道路沿い隅々までゴ
ミが拾い集められました。

　6月 14 日、幾寅栄町町内会が、町内清掃活動
を行いました。広範囲にわたりゴミ拾いを行い、
美しい街づくりを目指すとともに住民同士の交流
を深めました。
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みんなで咲かせる彩りのまちみんなで咲かせる彩りのまち
　5月25日、富良野地方自衛隊協力会南富良野支

部女性部が花植えを行いました。

　色とりどりの花を協力会女性部の部員の皆さんが

丁寧に大小の鉢へ植えられました。

　植えられた花は、上富良野駐屯地へ贈られました。

　5 月 31 日、下金山地区ではボランティアで集

まった地域の方々が花植えを行いました。

　当日は天候にも恵まれ、色とりどりのマリー

ゴールドなどを下金山地区多目的センター前の花

壇に植えていきました。

　6 月 1 日、金山地区ではボランティアで集まっ

た地域の方々が花植えを行いました。

　早朝から多くの方々が集まり、金山郵便局付近

の道路沿いにたくさんの花植えました。訪れた際

は、ぜひご覧ください。

　6 月 7 日、北落合地区では地域の方々が花植え

や北落合地区コミュニティセンター周りの草刈り

を行いました。

　子ども達も一緒にお手伝いし、綺麗に花壇を整

備しました。

　6 月 8 日、幾寅地区ではボランティアで集まっ

た地域の方々が幾寅駅の花植えを行いました。

　多くの方々が集まり、マリーゴールドなど色鮮

やかな花々が駅舎を彩り、今年も多くの観光客や

地域の皆さんを歓迎しています。

　6月10日、町商工会女性部による花植え活動が

行われ、季節の美しさを彩りました。

　躍動感あふれる深紅のゼラニウムが、役場周辺

を彩りました。

　花々を楽しみながら、地域の絆を感じてください。
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南富良野中学校
南富良野中学校

５．24５．24

学校の一大イベント・「体育祭」・「運動会」学校の一大イベント・「体育祭」・「運動会」
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南富良野小学校
南富良野小学校５．31５．31

南富良野西小学校
南富良野西小学校

６．７６．７

学校の一大イベント・「体育祭」・「運動会」学校の一大イベント・「体育祭」・「運動会」
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　■ 保険証または資格確認書の有効期限がきれます
　　
　　現在、ご使用の水色の保険証または黄緑色の

　資格確認書の有効期限が令和 7 年 7 月 31 日を

　もって満了となるため、8 月以降は使用できな

　くなります。

　◆水色の保険証をお持ちの方

　　下記「黄緑色の資格確認書をお持ちの

　　方」以外の方

　◆黄緑色の資格確認書をお持ちの方

　・令和 6 年 12 月 2 日の保険証廃止後に

　　資格取得した方

　・令和 6 年 12 月 2 日の保険証廃止後に

　　住所変更や負担割合が変更となった方

　■ 黄緑色の「資格確認書」を交付します（色変更なし）

　　現在、ご使用の水色の保険証又は黄緑色の資格確認書の有効期限満了後に

　は、代わりとなる黄緑色の「資格確認書」を交付します。

　　新しい「資格確認書」は、令和７年８月１日から令和 8 年 7 月 31 日まで

　ご使用いただけます（お手元に届いてすぐにはご使用できません）。

　　なお、今回交付する「資格確認書」は、健康保険証の利用登録をしたマイ

　ナンバーカード（以下、「マイナ保険証」という。）  の保有状況に関わらず、

　令和 8 年７月末まで暫定的な運用として一律で全被保険者へ交付します。

　　医療機関等を受診する際に「資格確認書」を提示することで、これまでの

　保険証と同様にお使いいただけます。一方で、マイナ保険証には様々なメリ

　ットがありますので、マイナ保険証をお使いになれる方は、ぜひマイナ保険

　証をご利用ください。

　

　■ 「資格確認書」に限度区分等を記載することができます

　　資格確認書の以下①〜③の欄については、本人の希望に基づいて、申請により併記することが可能

　です。

　　なお、過去に「限度額適用・標準負担額認定証」や「限度額適用認定証」が交付されていた方は、①

　②がすでに併記されていますが、本人の希望により申請していただくことで資格確認書に併記しない

　ことも可能です。

　①限度区分、限度区分の発効期日　

　②長期入院該当日

　③特定疾病区分、特定疾病区分の発効期日

◆限度区分…医療費が高額になったときの自己負担限度額や入院した時の食事代などの区分を示してお

　　　　　　り、前年の所得に応じて決まります。資格確認書の表記は左記のとおりです。　　　　

保 険 証 資格確認書

後期高齢者医療制度のお知らせ
～  保険証及び資格確認書の一斉更新について  ～
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限度区分 自己負担割合 対　　象　　者

現役Ⅲ
現役並み所得者

３割

住民税の課税所得（注 1）が 690 万円以上の被保険者と、同一世帯にいる被保険者の方

現役Ⅱ 住民税の課税所得（注 1）が 380 万円以上の被保険者と、同一世帯にいる被保険者の方

現役Ⅰ 住民税の課税所得（注 1）が 145 万円以上の被保険者と、同一世帯にいる被保険者の方

一般Ⅱ
一定以上所得者

２割

以下の（１）と（２）両方の要件に該当する方

（１）同一世帯に住民税の課税所得（注 1）28 万以上 145 万円未満の被保険者の方がいる。

（２）同一世帯内の被保険者全員の「年金収入＋年金以外の合計所得金額（注 2）」の合計金額が

　・被保険者が１人の場合　　  →　 200 万円以上

　・被保険者が２人以上の場合  →　 320 万円以上

一般Ⅰ

１割

住民税課税世帯で一般Ⅱに該当しない方

区Ⅱ 世帯全員が住民税非課税であり、区Ⅰに該当しない方

区Ⅰ

世帯全員が住民税非課税であり、以下のいずれかに該当する方

・世帯全員の所得が０円（注 3）

・老齢福祉年金を受給している方

（注１）「課税所得」とは、住民税納税通知書の「課税基準」の額（前年の収入から、給与所得控除や公

　　　　的年金等控除、所得控除（基礎控除や社会保険料控除等）を差し引いた後の金額）であり、確

　　　　定申告書（所得税）に記載された課税される所得金額とは異なります。

（注２）　給与所得がある場合は、給与所得金額から 10 万円を控除します。

（注３）  公的年金控除は 80 万 6,700 円（令和７年７月までは 80 万円）を適用します。給与所得がある

　　　　場合は、給与所得金額から 10 万円を控除します。

◆長期入院該当日…直近 12 ヶ月の入院日数が 90 日を超える市民税非課税世帯（区Ⅱ）に該当し、申請

により認定を受けている方のみ記載できます。

◆特定疾病区分…特定疾病療養受療証をお持ちの方で資格確認書に併記を希望する場合は、申請により

記載できます。資格確認書の表記は以下のとおりとなります。

特定疾病区分 認定した疾病名

区分Ａ
人工腎臓を実施している慢性腎不全

（腹膜灌流のみを実施し人工腎臓を実施していない慢性腎不全を含む）

区分Ｂ
血漿分画製剤を投与している先天性血液凝固第Ⅷ因子障害又は先天性血液凝固第Ⅸ因子障害

（いわゆる血友病）

区分Ｃ
抗ウイルス剤を投与している後天性免疫不全症候群

（HIV 感染を含み、厚生労働省大臣の定める者に係るものに限る。）

■ 暫定運用終了後の要配慮者への資格確認書の交付は一度申請が必要です
　　

　　暫定運用終了後、マイナ保険証をお持ちの方については、原則「資格確認書」を発行することがで

　きません。

　　ただし、一度、要配慮者でありマイナ保険証を利用できないことを理由とした交付申請があれば、その後の

　更新時においては、申請なく資格確認書を発行します。（毎年申請いただく必要はありません）。

　※要配慮者とは、介助者等の第三者が被保険者本人に同行して本人の資格確認を補助する必要がある等、マイ

　　ナ保険証での受診が困難な高齢者や障がい者などが対象となります。

●問い合わせ先

保健福祉課介護医療係 北海道後期高齢者医療広域連合

　【住所】〒 079 － 2403 　【住所】〒 060 － 0062

　　　 南富良野町字幾寅 708 番地 　　　　 札幌市中央区南 2 条西 14 丁目　国保会館 6 階

　【電話】0167 － 52 － 2211 　【電話】011 － 290 － 5601
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引越し業者の利用費用や荷物運搬費用の

一部を助成する制度です！！

▶助成額

道内からの転居　最大 ５万円

道外からの転居　最大１０万円

更に…
　配偶者及び高校生以下の子ども一人に　

　つき３０，０００円を上限加算措置

　（加算限度額は６０，０００円）

⇒道内　最大１１万円

⇒道外　最大１６万円

転居費用
転居費用

助成制度
助成制度

安心して新生活をスタートできるよう、

家賃の一部を助成する制度です！！

▶助成額

最大９０万円（単身の場合）

　※月額最大１５，０００円×６０ヵ月

　※支給額の１/３は地域商品券

更に…
　配偶者及び高校生以下の子ども一人に　

　つき５，０００円を上限加算措置

　（加算限度額は１０，０００円）

⇒　最大１５０万円

※公営住宅へ入居する方は対象外

家賃助成制度
家賃助成制度

●対象者要件

　・申請時に満 40歳未満で令和６年４月１日以降に町へ転入した方

　・今後継続して５年以上居住する意思のある方

　　※転勤等による一時的な居住は対象外

　・町内会に加入し、地域活動に協力する方

　・公務員でない方　など
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各制度に関する問い合わせ先：企画課企画振興係　各制度に関する問い合わせ先：企画課企画振興係　☎☎ 0167-52-21150167-52-2115

学生の皆さんの未来を応援するため、奨

学金支援制度を実施しています！！

▶助成額

最大２４０万円

（１２０ヵ月×２０，０００円）

●対象者要件

　大学や高等学校を卒業した３５歳未満

　の方で、南富良野町に居住し町内の事

　業所等で働く方や個人事業主など

奨学金奨学金

返還支援制度
返還支援制度

使われていない住宅を有効活用するために

「空き家バンク制度」を運用しています。新

しい住まいを探している方に地域の魅力ある

住居をご紹介しています！！

▶制度のポイント

・空き家情報をウェブで簡単検索 

・希望に合った物件を地域密着でサポート 

・物件の内見にも対応

空き家情報
空き家情報

登録制度
登録制度

「空き家バンク」
「空き家バンク」

移住者同士がつながる場を提供するため、LINE のオープンチャットを開設

しています。このチャットでは、移住者同士の交流や情報共有、地域のおす

すめスポットなどについて自由に話し合うことができます

右記の二次元コードから登録できます。

笑顔で広がる移住者コミュニティ
笑顔で広がる移住者コミュニティ

「移住者向け LINE オープンチャット」

「移住者向け LINE オープンチャット」

https://line.me/ti/g2/D6zEjNhSAMvec7YWU7ZMoNh1KRaQvDga18GcBw?utm_source=invitation&utm_medium=link_copy&utm_campaign=default
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このコーナーでは、地域や学校で行われるイベント行
事などを紹介します。皆さんの身近で行われている楽
しい催しなどありましたら、企画課広報統計係（☎︎ 52-
2115）（FAX 52-2922）までお知らせください。

カメラレポートカメラレポート
CAMERA REPORTCAMERA REPORT

串内牧場で入牧始まる
（5 月 26 日）

　富良野広域連合公共串内牧場で牛の入牧が 5月 26 日
から始まりました。今年は町内外から乳用牛や肉用牛合
わせて 600 頭余りが入牧される予定で、次々にトラック
で運び込まれました。
　約 360 ヘクタールの牧場で 10月下旬までに放牧され
育てられる予定となっています。

大地の恵みを学ぼう！田植え体験
（5 月 24 日）

　田植え、稲刈り、脱穀などの体験を通して、収穫の喜
びや感謝の気持ちをいっそう充実させることを目的に、
南富良野西小学校の児童が田植え体験を行いました。
　下金山で水田を耕作している永井洋平 氏から田植え
の方法について説明を受けた後、さっそく児童たちは水
田に入り、手足を泥まみれにしながら丁寧に「はくちょ
うもち」の苗を植えていました。秋には、刈り取り、乾燥、
脱穀作業を体験し、12 月にはもちつき集会を開く予定
です。

地域を繋ぐ協働のまちづくりへ！
自治会代表者会議開催

（5 月 22 日）

　今年度の自治会代表者会議が保健福祉センターみなく
るで開催されました。
　はじめに髙橋町長から、町政の主な施策の概要につい
て説明し、その後各課長等から担当する事業や進捗状況
などの説明がありました。
　質疑応答については、代表者から町への要望や意見が
出され、今後の町政にご理解とご協力をお願いしました。
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地域の安全を守るため消防団車両が更新
（5 月 1 日）

　地域の安全と安心を守るため、富良野広域連合南富良
野消防団第１分団（北落合・幾寅・東鹿越地区担当）の
消防車が更新されました。この消防車は、チェーンソー
や電動のこぎりなどの最新の設備を備えており、大規模
災害や迅速な対応が求められる火災現場で活躍すること
が期待されています。	
　消防団がさらに充実し、住民の皆さんの安心・安全を
守る消防団の活躍にぜひご注目ください！

自然との共生！ワカサギの卵を放流
（6 月 9 日）

　地域資源であるワカサギの保全を目的として、かなや
ま湖へ卵の放流を行いました。
　約 1ヶ月間丁寧に育てられたワカサギの卵たちがより
自然に近い環境へと送り出されました。良質なプランク
トンが抱負な「かなやま湖」に放流されることで、小さ
な命が健やかに成長し、かなやま湖の豊かな自然をさら
に活性化することが期待されています。
　自然と歩むまちづくりを、これからも大切にしていき
ます。

おかげ様で２０周年！
農産物直売所「作倶楽」オープン

（6 月 2 日）

　６月１日、安心・安全な地場野菜を地域に広めるため、
農家グループで組織し、金山・下金山地区交流センター
で採れたて野菜などを直接販売する「作倶楽（大野邦典 
代表）」が今年もオープンしました。
　オープン当日には、新鮮な野菜や花の苗が陳列され、
開店と同時に大勢の方が訪れ賑わいをみせていました。
　作倶楽では、収穫時期ごとに新鮮な野菜などを揃え、
皆さんをお待ちしております。
〇営業時間は８時 30分から 16時 30分
※月曜日から土曜日まで営業（祝日は営業）となります。
　ただし、７月 13日から８月 17日の間は日曜日も営業
　します。（8月 18日はお盆休業となります。）
●問い合わせ先　☎５５‐２０３１

スマホで動画をチェック‼スマホで動画をチェック‼

https://www.youtube.com/shorts/Mq0jKgoj55o
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学校教育係・生涯学習係
☎52-2145教 委 員 会 通 信育

町の文化財や史跡について紹介します町の文化財や史跡について紹介します

第 22 回目は、第 22 回目は、「東鹿越簡易郵便局跡」「東鹿越簡易郵便局跡」です。です。

※第21回目「森林鉄道跡」は令和７年２月号に掲載しています。※第 21回目「森林鉄道跡」は令和７年２月号に掲載しています。

公民館図書館から新刊のご紹介公民館図書館から新刊のご紹介

『僕はあと何回、満月を見るだろう』　坂本　龍一　著『僕はあと何回、満月を見るだろう』　坂本　龍一　著

　「何もしなければ余命は半年ですね。」　「何もしなければ余命は半年ですね。」
ガンの転移が発覚し、医師からそう告げられたのは 2020 年 12 月のことだった。ガンの転移が発覚し、医師からそう告げられたのは 2020 年 12 月のことだった。
　「命が尽きる瞬間まで、新たな曲を作りたい。」その日が来る前に言葉にしておく　「命が尽きる瞬間まで、新たな曲を作りたい。」その日が来る前に言葉にしておく
べきことがある。べきことがある。
　自らに残された時間を悟り、教授は語り始めた。創作や社会運動を支える哲学、　自らに残された時間を悟り、教授は語り始めた。創作や社会運動を支える哲学、
国境を越えた多彩な運動、坂本家の歴史と家族に対する想い、ガンと共に生きること、国境を越えた多彩な運動、坂本家の歴史と家族に対する想い、ガンと共に生きること、
そして自分が去ったあとの世界について――。そして自分が去ったあとの世界について――。
　世界的音楽家の最期の日々を綴り、足跡を未来に遺す。　世界的音楽家の最期の日々を綴り、足跡を未来に遺す。
　　
　　　　　　これまでの新刊やおすすめ本はこちらから→　　　　　　これまでの新刊やおすすめ本はこちらから→

　昭和二四年七月、簡易郵便法が施行され、これを機会に住民の要望に応えるため、地元の雑貨商坪
井繁二が簡易郵便局の設置通を出願、昭和二五年八月一日設置認可となり、東鹿越簡易郵便局として
発足した。
　商店併置の 10 坪で郵便物の受付、為替の受払、貯金の受払、郵便貯金、保険の申込等をうけていた。
　昭和 38 年に廃止となり、昭和 39 年に鹿越郵便局が移転してきて鹿越郵便局となる。
　鹿越郵便局も昭和 63 年 3月 31 日に廃止。

「南富良野村史・町史」から引用抜粋

東鹿越簡易郵便局跡の歴史は、町史に詳しく記載されています。下記の二次元コードからご覧ください。

町　　史　

※南富良野町ホームページ内サイト ( 生涯学習係 ) にて
　史跡情報を掲載しています。

村　　史

https://www.town.minamifurano.hokkaido.jp/wp-content/uploads/2018/12/5aecc9cc705669de4691d9209ee287f2.pdf
https://www.town.minamifurano.hokkaido.jp/wp-content/uploads/2018/12/10bc5e2112e4444f5802548d884ad91f.pdf
https://www.town.minamifurano.hokkaido.jp/%E4%BB%A4%E5%92%8C%EF%BC%97%E5%B9%B4%E5%BA%A6%E5%9B%B3%E6%9B%B8%E3%81%A4%E3%81%86%E3%81%97%E3%82%93/
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進
路
実
現
に
向
け
て

～
大
学
訪
問
＆
町
内
企
業
合
同
説
明
会
～

　

５
月
28
日
、
１
年
生
が
北
海
道
文
教
大
学

（
恵
庭
市
）
と
公
立
千
歳
科
学
技
術
大
学
（
千

歳
市
）
を
見
学
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
進
路
学

習
の
一
環
で
、「
大
学
と
は
ど
の
よ
う
な
場
所

な
の
か
」、「
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学
ぶ
の
か
」、

「
ど
ん
な
雰
囲
気
な
の
か
」
等
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
達
は
ま
ず
北
海
道
文
教
大
学
を
訪
れ
、

中
国
語
の
授
業
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
80
人
程
度
収
容
の
教
室
で
生
徒
達
は
高

校
の
教
室
の
倍
ほ
ど
の
広
さ
に
驚
い
て
い
ま

し
た
。
基
本
的
な
中
国
語
を
練
習
し
た
後
、

中
国
語
で
自
己
紹
介
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
慣

れ
な
い
言
語
の
た
め
生
徒
は
悪
戦
苦
闘
し
て

い
ま
し
た
が
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
た
た
め
、
生
徒
は
楽
し
み
な
が
ら

大
学
の
授
業
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
昼
食
は
学
生
食
堂
で
と
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
次
に
公
立
千
歳
科
学
技
術

大
学
を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
化
学
の

授
業
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
人
工
イ
ク

ラ
作
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
高
分
子
（
ポ
リ

マ
ー
）
で
イ
ク
ラ
と
同
じ
触
感
の
〝
人
工
イ

ク
ラ
〟
を
実
際
に
作
り
、そ
の
体
験
を
通
し
て
、

高
分
子
の
不
思
議
さ
や
可
能
性
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
生
徒
は
化
学
の
面

白
さ
を
身
近
な
イ
ク
ラ
を
作
る
こ
と
を
通
し

て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
短
い
時

間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
文
系
・
理
系
両
方

の
大
学
を
訪
問
す
る
こ
と
で
大
学
の
雰
囲
気

や
学
問
に
触
れ
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
、
進

路
選
択
の
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

北
海
道
文
教
大
学
、
公
立
千
歳
科
学
技
術
大

の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

５
月
30
日
、
２
・
３
年
生
を
対
象
に
町
内
企

業
や
役
場
な
ど
９
事
業
所
・
団
体
に
よ
る
合
同

企
業
説
明
会
が
今
年
度
初
め
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
生
徒
は
各
ブ
ー
ス
を
１
カ
所
12
分
、
合

計
５
ブ
ー
ス
を
回
り
、
仕
事
の
内
容
や
魅
力
、

福
利
厚
生
な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

生
徒
か
ら
は
、「
町
内
の
企
業
を
知
る
良
い

き
っ
か
け
に
な
っ
た
」、「
進
学
希
望
だ
け
ど
、

大
学
卒
業
後
の
就
職
活
動
の
際
に
参
考
に
し

た
い
」、「
毎
年
実
施
し
て
欲
し
い
」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
今
回
の
説
明
会
開
催

に
際
し
て
各
事
業
所
は
も
ち
ろ
ん
、
南
富
良

野
町
商
工
会
に
は
大
変
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

自
律
・
創
造
・
挑
戦

　
今
年
度
の
重
点
目
標
は
、「
自
律
・

創
造
・
挑
戦
」
で
す
。
16
名
の
新
入

生
を
迎
え
、
全
校
生
徒
37
名
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
明
る
く
落
ち
着
い
た

学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
１
年

生
は
す
っ
か
り
中
学
校
で
の
生
活
に

慣
れ
、
２
年
生
は
ぐ
っ
と
先
輩
ら
し

く
な
り
、
３
年
生
は
下
級
生
の
お
手

本
と
な
る
活
動
ぶ
り
が
目
立
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
全
校
生
徒
で
取
り
組
む
最
初
の
行

事
、
体
育
祭
で
は
、
準
備
の
段
階
か

ら
生
徒
自
身
が
主
体
的
に
行
動
す
る

姿
が
見
ら
れ
、
本
番
も
大
成
功
の
う

ち
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。「
中
学
生
、

い
い
ね
！
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て

き
そ
う
で
す
。

　
３
年
生
は
５
月
７
日
か
ら
３
泊
４

日
の
修
学
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

一
回
り
た
く
ま
し
く
な
っ
て
戻
っ
て

き
た
７
名
が
、
次
の
目
標
を
中
体
連

や
期
末
テ
ス
ト
に
定
め
て
ロ
ン
グ
ス

パ
ー
ト
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
６
月
に
は
３
年
間
の
部
活
動
の
集

大
成
と
も
い
え
る
中
体
連
大
会
、
吹

奏
楽
部
は
旭
川
吹
奏
楽
祭
が
あ
り
ま

す
。
顧
問
の
教
え
を
守
り
、
自
分
に

負
け
ず
練
習
し
て
い
る
彼
ら
で
す
か

ら
、
本
番
も
ベ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
発
揮
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

　
学
習
や
部
活
動
、
生
徒
会
活
動
等
、

あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
を
通
し
、「
自

律
・
創
造
・
挑
戦
」
に
努
め
て
い
る

生
徒
た
ち
を
教
職
員
み
ん
な
で
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
次
回
の
広
報
で
は
、
さ
ら
に
成

長
し
た
様
子
を
お
伝
え
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

令和７年７月１日発行　　南　　富　　高　　新　　聞　　第　９８　号
南
富
高
新
聞

南
富
高
新
聞
第98号
発　行

南富良野高等学校

▶▶▶南富良野中学校▶▶▶
   シリーズ 学校だより

各学校の取り組みを紹介します。
233
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南富良野支署出動件数（令和７年１月１日～令和７年５月３１日 )
○救急出動　６７件（うちドクターヘリ要請件数 　３件）
○火災出動　　０件（うち他市町村応援出動　０件）
○救助出動　　２件

 しょうぼう広報ほのお
富良野消防署南富良野支署

☎ 52-2119　FAX 52-2979

fs-nanpu@vesta.ocn.ne.jp

災害案内　☎ 52-3119

住宅用火災警報器の点検を行いましょう住宅用火災警報器の点検を行いましょう

　住宅用火災警報器の交換の目安は約１０年と
されています。故障や電池切れ等が起こってい
ないかを日頃から確認をし、いざという時に確
実に機能するように保ちましょう。
　点検の方法は住宅用火災警報器についてるボ
タンを押すか、ひもを引くことで確認できます。

　住宅用火災警報器の設置義務は、日本国内に
おいて法律で定められています。住宅用火災警
報器の設置は、居住者の安全を守るために非常
に重要な取り組みであり、国民全体の防災意識
を高めるための一環でもあります。
　各家庭がこの義務を理解し、適切に対応する
ことが求められています。

※住宅用火災警報器の設置義務について※住宅用火災警報器の設置義務について

○住宅用火災警報器を廃棄する際は、本体と電池を別にして廃棄するようお願いいたします。
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　南富良野にも夏が来ましたね。暑い日が続くかもしれませんが、元気いっぱいの子ども達
と一緒に、野外での活動やおいしい旬の食べ物で夏を楽しみましょう。

マタニティの方、町民の方、いつも参加してく
れるママさんと賑やかなヨガ教室となりました。

　5月 7日にすもう大会がありました。
　お友達を一生懸命応援したり、勝ち負けを素
直に表現したりとたくさん気合いが入っていま
した。子ども達は、連休の疲れを感じさせない
ぐらいの力強いすもうを見せてくれて、とても
盛り上がりました！

　6月 7 日に行われた西小学校大運動会に参加
し、地域や家族に見守られながら張り切って最
後まで参加していた子ども達。2週間前から授
業の中の練習に参加し小学生との交流はもちろ
ん、小学生の頑張る姿を見て、来年小学校に上
がる楽しみもさらに高まったようでした。

休日のパパと一緒に園庭で遊びました。風が
少し強かったけど、滑り台楽しかったね。

☆育児講演会（ヨガ）☆育児講演会（ヨガ）

お花紙をビリビリやぶってのりでペタペタ
貼ったよ。お父さんと一緒に作りました。

いつも元気いっぱい！決めポーズがステキだ
ね。

☆ぷっこクラブ（父の日製作）☆ぷっこクラブ（父の日製作） ☆ぷっこクラブ☆ぷっこクラブ

保 育 所 の 元 気 な 子 ど も た ち

幾寅保育所 金山保育所

子育て支援センター「ぷっこ」だより子育て支援センター「ぷっこ」だより ☎ 52-2315
〜☆★明るく元気な子に育ちますように☆★〜　　　　　         子育て支援センター　☎ 090-5985-4339

☆パパぷっこ☆パパぷっこ
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★町内会に加入しましょう★

　町内会は、住民みんなで協力して地域をより快適

で住みやすくするための活動をしています。お祭り

やゴミステーションの清掃、防災活動、そして子ど

もたちや高齢者のサポートまで、暮らしのあらゆる

場面で関わっています。 

　町内会に参加することで 温かい人間関係が築け

たり、 地域の課題をみんなで解決できます。 

　地域の絆をさらに深め、より良いまちづくりにつ

ながります！ぜひ町内会に加わってみませんか？
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